
管理職研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

※12391000 ※12392000

小・ 中学校等校長学校経営実践研修【 東部】 小・ 中学校等校長学校経営実践研修【 西部】

幅広い分野における マネジメ ン ト の視点から 自校の教
育課題を 見出し 、 具体的改善策の検討及び実践に役立
てる 。

幅広い分野における マネジメ ン ト の視点から 自校の教
育課題を 見出し 、 具体的改善策の検討及び実践に役立
てる 。

〈 第1回〉 6月23日（ 月） ～8月29日（ 金）
　 　 　 　 オン デマン ド
〈 第2回〉 6月25日（ 水） 〈 午前〉
　 　 　 　 松江合同庁舎、 出雲合同庁舎、 隠岐合同庁
　 　 　 　 舎、 オン ラ イ ン 参加も 可

〈 第1回〉 6月23日（ 月） ～8月29日（ 金）
　 　 　 　 オン デマン ド
〈 第2回〉 6月24日（ 火） 〈 午後〉
　 　 　 　 浜田教育セン タ ー、 益田合同庁舎
　 　 　 　 オン ラ イ ン 参加も 可

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の校長 市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の校長

学校法人湘南学園　 学園長　 住田　 昌治 学校法人湘南学園　 学園長　 住田　 昌治

※12400010 ※12400020

小・ 中学校等教頭学校運営実践研修【 東部】 小・ 中学校等教頭学校運営実践研修【 西部】

校長の学校経営ビ ジョ ン の実現に向け、 自校の課題を
整理し 組織の活性化に努める 教頭の力量を 高める 。

校長の学校経営ビ ジョ ン の実現に向け、 自校の課題を
整理し 組織の活性化に努める 教頭の力量を 高める 。

〈 第1回〉 7月22日（ 火） ～9月16日（ 火）
　 　 　 　  オン デマン ド
〈 第2回〉 9月10日（ 水） 〈 午前〉
　 　 　 　  松江合同庁舎、 出雲合同庁舎、 隠岐合同庁
　 　 　 　  舎、 オン ラ イ ン 参加も 可

〈 第1回〉 7月22日（ 火） ～9月16日（ 火）
　 　 　 　  オン デマン ド
〈 第2回〉 9月9日（ 火） 〈 午前〉
　 　 　 　  浜田教育セン タ ー、 益田合同庁舎
         オン ラ イ ン 参加も 可

市町村立小・ 中・ 義務教育学校の教頭 市町村立小・ 中・ 義務教育学校の教頭

学校法人湘南学園　 学園長　 住田　 昌治 学校法人湘南学園　 学園長　 住田　 昌治

※11181000 ※11182000

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 県立学校（ 松江
市立皆美が丘女子高等学校を 含む） の昇任１ 年目の校
長

市町村立小・ 中学校、 義務教育学校、 県立学校の昇任
１ 年目の校長

〈 第1回〉 国士舘大学体育学部　 教授　 北神　 正行
〈 第2回〉 大阪教育大学　   名誉教授　 小野田正利

〈 第1回〉 国士舘大学体育学部　 教授　 北神　 正行
〈 第2回〉 大阪教育大学　   名誉教授　 小野田正利

管理職研修（ 新任校長） 【 東部】 管理職研修（ 新任校長） 【 西部】

新任校長と し て、 豊かな人権感覚に支えら れた校長と
し ての資質・ 能力を 一層向上さ せる と と も に、 学校マ
ネジメ ン ト の手法について理解を 深める 。

新任校長と し て、 豊かな人権感覚に支えら れた校長と
し ての資質・ 能力を 一層向上さ せる と と も に、 学校マ
ネジメ ン ト の手法について理解を 深める 。

〈 第1回〉 5月16日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
〈 第2回〉 11月4日（ 火） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

〈 第1回〉 5月16日（ 金） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第2回〉 11月5日（ 水） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー
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管理職研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1119( 1100) 1119( 2100)

管理職研修（ ２ 年目校長） 【 東部】 管理職研修（ ２ 年目校長） 【 西部】

２ 年目校長と し て、 組織的な危機管理体制の在り 方に
ついて理解を 深める と と も に、 保護者・ 地域等と の連
携・ 協働を 進め、 活力ある 学校づく り の実践力を 高め
る 。

２ 年目校長と し て、 組織的な危機管理体制の在り 方に
ついて理解を 深める と と も に、 保護者・ 地域等と の連
携・ 協働を 進め、 活力あ る 学校づく り の実践力を 高め
る 。

11月4日（ 火） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 11月5日（ 水） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学校（ 松
江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） の２ 年目校長

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学校の２
年目校長

元　 出雲市立第二中学校長　 　 伊藤成二 元　 出雲市立第二中学校長　 　 伊藤成二

※11201000 ※11202000

管理職研修（ 新任副校長・ 新任教頭） 【 東部】 管理職研修（ 新任副校長・ 新任教頭） 【 西部】

①学校組織マネジメ ン ト について、 学校経営が円滑か
　 つ充実し たも のと な る よ う 、 副校長・ 教頭の果たす
　 役割を 理解する 。
②具体的な副校長・ 教頭の実務について理解する 。

①学校組織マネジメ ン ト について、 学校経営が円滑か
　 つ充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす
　 役割を 理解する 。
②具体的な副校長・ 教頭の実務について理解する 。

【 全県】 〈 第1回〉 5月30日（ 金） 〈 1日〉 オン ラ イ ン
【 東部】 〈 第2回〉 7月11日（ 金） 〈 1日〉
　 　 　 　 　 　 　 　  島根県教育セン タ ー
【 全県】 〈 第3回〉 1月30日（ 金） 〈 1日〉 オン ラ イ ン

【 全県】 〈 第1回〉 5月30日（ 金） 〈 1日〉 オン ラ イ ン
【 西部】 〈 第2回〉 7月10日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セ
ン タ ー
【 全県】 〈 第3回〉 1月30日（ 金） 〈 1日〉 オン ラ イ ン

市町村立小・ 中・ 義務教育学校の昇任１ 年目の教頭、
及び県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含
む） 昇任１ 年目の副校長・ 教頭

市町村立小・ 中・ 義務教育学校の昇任１ 年目の教頭、
及び県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含
む） 昇任１ 年目の副校長・ 教頭

〈 第2回〉 広島市立梅林小学校　   元校長　 中西浩二
〈 第3回〉 鳴門教育大学教職大学院　 教授　 久我直人
　 　 　 　  ナラ ティ ブコ ミ ュ ニケーショ ン 教育研究所
                                 所長　 佐藤敬子

〈 第2回〉 広島市立梅林小学校　   元校長　 中西浩二
〈 第3回〉 鳴門教育大学教職大学院　 教授　 久我直人
　 　 　 　  ナラ ティ ブコ ミ ュ ニケ ーショ ン 教育研究所
                                 所長　 佐藤敬子

※11211000 ※11212000

管理職研修（ 2年目副校長・ 2年目教頭） 【 東部】 管理職研修（ ２ 年目副校長・ ２ 年目教頭） 【 西部】

①学校マネジメ ン ト について、 学校経営が円滑かつ
　 充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす
　 役割の理解を 深める 。
②リ ス ク マネジメ ン ト 、 教職員のメ ン タ ルヘルス 及
　 び校内人材育成について理解を 深める 。

①学校マネジメ ン ト について、 学校経営が円滑かつ
　 充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす
　 役割の理解を 深める 。
②リ ス ク マネジメ ン ト 、 教職員のメ ン タ ルヘルス 及
　 び校内人材育成について理解を 深める 。

【 全県】 〈 第1回〉 7月3日（ 木） 〈 1日〉 オン ラ イ ン
【 東部】 〈 第2回〉 11月28日（ 金） 〈 1日〉
　 　 　 　 　 　 　 　  島根県教育セン タ ー

【 全県】 〈 第1回〉 7月3日（ 木） 〈 1日〉 オン ラ イ ン
【 西部】 〈 第2回〉 11月27日（ 木） 〈 1日〉
　 　 　 　 　 　 　 　  浜田教育セン タ ー

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の昇任２ 年目の
教頭、 及び県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校
も 含む） の昇任２ 年目の副校長・ 教頭

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の昇任２ 年目の
教頭、 及び県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校
も 含む） の昇任２ 年目の副校長・ 教頭

〈 第1回〉
　 環太平洋大学次世代教育学部　 教授　 浅野良一
　 情報通信総合研究所　 特別研究員　 平井聡一郎
〈 第2回〉
　 古津弘也法律事務所　 弁護士　 古津弘也
　 モルツ ウ ェ ル株式会社　 代表取締役　 野津　 積

〈 第1回〉
　 環太平洋大学次世代教育学部　 教授　 浅野良一
　 情報通信総合研究所　 特別研究員　 平井聡一郎
〈 第2回〉
　 山陰リ ーガルク リ ニッ ク 　 弁護士　 山本　 尚
　 モルツ ウ ェ ル株式会社　 代表取締役　 野津　 積
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管理職研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1122( 1100) 1122( 2100)

管理職研修（ 3年目副校長・ 3年目教頭） 【 東部】 管理職研修（ 3年目副校長・ 3年目教頭） 【 西部】

①学校組織マネジメ ン ト について、 学校経営が円滑か
つ充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす役
割の理解を 深める 。
②外部と の連携や保護者対応等についての理解を 深め
る 。

①学校組織マネジメ ン ト について、 学校経営が円滑か
つ充実し たも のと なる よ う 、 副校長・ 教頭の果たす役
割の理解を 深める 。
②外部と の連携や保護者対応等についての理解を 深め
る 。

7月11日（ 金） 〈 1日〉 　 島根県教育セン タ ー 7月10日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の昇任3年目の
教頭、 及び県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校
を 含む） 昇任3年目の副校長・ 教頭

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校の昇任3年目の
教頭、 及び県立学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校
を 含む） 昇任3年目の副校長・ 教頭

隠岐養護学校　 元校長　 野津　 保 隠岐養護学校　 元校長　 野津　 保

※11230000 ※12360000

主幹教諭研修（ 新任） 主幹教諭研修（ ２ 年目）

学校マネジメ ン ト における 主幹教諭と し ての役割を 理
解を 深める と と も に、 管理職の視点に立っ た学校運営
のあり 方を 身に付ける 。

教頭職の実際に学びながら 、 学校マネジメ ン ト につい
ての理解を 深める と と も に、 管理職の視点に立っ た学
校運営のあり 方を 身に付ける 。

〈 第1回〉 7月1日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 7月2日（ 水） ～8月7日（ 木） オン デマン ド

〈 第1回〉 7月2日（ 水） ＜午後＞オン ラ イ ン
〈 第2回〉 7月3日（ 木） ～8月8日（ 金） オン デマン ド

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学校（ 松
江市立皆美が丘女子高等学校も 含む） の新任主幹教諭

市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県立学校（ 松
江市立皆美が丘女子高等学校も 含む） の２ 年目主幹教
諭

0 0

1263( 0100)

管理職研修（ 幼児教育施設）

管理職と し て、 幼児教育施設の特質を 踏ま えた 子育
て支援の取組 を 推進し ていく 力を 高める 。

【 全県】 6月6日（ 金） ＜午後＞オン ラ イ ン

（ 希望） 幼児教育施設等の管理職

野島法律事務所　 弁護士　 野島和朋 0
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職務研修

1168 生徒指導主任・ 主事等研修 1169 生徒指導主事研修（ 県立学校等）

目的 目的

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

期日会場 期日会場

研修番号 研修番号

期日会場 期日会場

研修番号

期日会場

研修番号

期日会場

研修番号

期日会場 5月23日（ 金） <午前＞隠岐合同庁舎

5月28日（ 水） 〈 午後〉 出雲合同庁舎 5月12日（ 月） 〈 １ 日〉 浜田合同庁舎

11680103【 浜田管内】

5月15日（ 木） 〈 午後〉 浜田教育センタ ー

11680104【 益田管内】

5月16日（ 金） 〈 午後〉 益田合同庁舎

11680105【 隠岐管内】

5月20日（ 火） 〈 午後〉 松江合同庁舎 5月9日（ 金） 〈 １ 日〉 松江合同庁舎

11680102【 出雲管内】 11692000【 西部】

11680101【 松江管内】 11691000【 東部】

①小学校生徒指導主任、 中学校生徒指導主事、 義務教
育学校生徒
　 指導主任・ 主事、 中学校生徒指導専任教員
②各市町村教育委員会学校教育担当者
③国立義務教育学校生徒指導主任・ 主事で受講を希望
する 者
④私立中学校生徒指導担当で受講を 希望する 者

県立学校及び松江市立皆美が丘女子高等学校の生徒指
導主事各１ 名（ 必修的研修）
松江工業高等専門学校、 私立高等学校の生徒指導主事
のう ち希望者各１ 名

〈 第１ 回〉 （ オンデマンド ）
文部科学省　 初等中等教育局　 教育課程課教科調査官

0

 生徒指導は、 児童生徒が自身を個性的存在と して認め、 自

己に内在している よ さ や可能性に自ら 気付き 、 引き 出し 、 伸

ばすと 同時に、 社会生活で必要と なる 社会的資質・ 能力を身

に付ける こ と を 支える 働き （ 機能） である 。 し たがって、 生

徒指導は、 学校の教育目標を 達成する 上で重要な機能を果た

すも のであり 、 学習指導と 並んで学校教育において重要な意

義を持つも のと 言える 。 また、 生徒指導は、 児童生徒一人一

人の個性の発見と よ さ や可能性の伸⾧ と 社会的資質・ 能力の

発達を支える と 同時に、 自己の幸福追求と 社会に受け入れら

れる 自己実現を 支える こ と を 目的と している 。 そして、 その

目的を達成する には、 児童生徒一人一人が自己指導能力を身

に付ける こ と が重要と さ れている 。

 各学校においては、 児童生徒が深い自己理解に基づき 、

「 何をし たいのか」 、 「 何を する べき か」 、 主体的に問題や

課題を発見し 、 自己の目標を 選択・ 設定し 、 その目標の達成

のため、 自発的、 自律的、 かつ、 他者の主体性を尊重し なが

ら 、 自ら の行動を決断し 、 実行する 力、 すなわち「 自己指導

能力」 を獲得する こ と を 目指す必要がある 。

 上記の趣旨及び生徒指導の重層的支援構造を 踏ま え、 各学

校の生徒指導体制の中核的存在である 生徒指導主事がそれぞ

れの課題に対して適切に対応する 力を高め、 生徒指導の機能

の充実を図る 。

生徒指導と は、 児童生徒が、 社会の中で自分ら し く 生き る こ

と ができ る 存在へと 、 自発的・ 主体的に成⾧ や発達する 過程

を支える 教育活動であり 、 生徒指導上の課題に対応する ため

に、 必要に応じ て指導や援助を行う こ と である 。 ま た、 生徒

指導は、 児童生徒一人一人の個性の発見と よ さ や可能性の伸

⾧ と 社会的資質・ 能力の発達を支える と 同時に、 自己の幸福

追求と 社会に受け入れら れる 自己実現を支える こ と を目的と

している 。 そして、 その目的を 達成する には、 児童生徒一人

一人が自己指導能力を身に付ける こ と が重要と さ れている 。

各学校においては、 児童生徒が深い自己理解に基づき 、 主体

的に問題や課題を発見し 、 自己の目標を選択・ 設定し 、 その

目標の達成のため、 自発的、 自律的、 かつ、 他者の主体性を

尊重し ながら 、 自ら の行動を決断し 、 実行する 力、 すなわち

「 自己指導能力」 を獲得する こ と を目指す必要がある 。 上記

の趣旨及び生徒指導の重層的支援構造を踏ま え、 各学校の生

徒指導体制の中核的存在である 生徒指導主事がそれぞれの課

題に対して適切に対応する 力を高め、 生徒指導の機能の充実

を図る 。
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1170( 0000) 1171( 0000)

学校安全（ 災害安全） 研修
～教育課程に基づいた防災訓練（ 人を 育む、 未来を 創る 安

全教育のあり 方） ～

学校安全（ 生活安全） 研修
～発達段階に応じ た効果的な安全教育～

学校安全（ 災害安全） の現状と 課題等について理解す
る こ と によ り 、 教職員の指導力及びミ ド ルリ ーダーと
し ての資質を 向上さ せ、 各学校における 学校安全の推
進・ 充実に資する 。

学校安全（ 交通安全） の現状と 課題等について理解す
る こ と によ り 、 教職員の指導力及びミ ド ルリ ーダーと
し ての資質を 向上さ せ、 各学校における 学校安全の推
進・ 充実に資する 。

8月21日（ 木） 13: 00～16: 35
各所属先等よ り オン ラ イ ン 参加

8月6日（ 水） 13: 00～16: 35
会場： 各所属先から の受講（ オン ラ イ ン 研修）

・ 県立学校の学校安全（ 災害安全） 担当教員各校１ 名
 （ 必修的研修）
・ 市町村立学校の学校安全（ 災害安全） 担当教員のう
  ち希望者
・ 受講を 希望する 私立及び国立の小学校・ 中学校・ 義
　 務教育学校・ 高等学校の学校安全（ 災害安全） 担当
　 教員のう ち希望者
・ 受講を 希望する 公立及び私立、 国立の幼稚園・ こ ど
　 も 園・ 保育施設等の（ 災害安全） 担当教員のう ち希
　 望者
・ 受講を 希望する 各市町村教育委員会の学校安全担当
　 主管課に所属する 職員のう ち希望者

・ 県立学校の学校安全（ 生活安全） 担当教員各校１ 名
　 （ 必修的研修）
・ 市町村立学校の学校安全（ 生活安全） 担当教員のう
　 ち希望者
・ 受講を 希望する 私立及び国立の幼稚園・ 小学校・ 中
　 学校・ 義務教育学校・ 高等学校の学校安全（ 生活安
　 全） 担当教員のう ち希望者
・ 受講を 希望する 公立及び私立、 国立の幼稚園・ こ ど
　 も 園・ 保育施設等の（ 災害安全） 担当教員のう ち希
　 望者
・ 受講を 希望する 各市町村教育委員会の学校安全担当
　 主管課に所属する 職員のう ち希望者

慶應義塾大学　 環境情報学部　 准教授　 大木聖子 大阪教育大学　 教授　 藤田大輔

535( 1101) 535( 1102)

健康教育（ 学校保健） 研修【 浜田管内】 健康教育（ 学校保健） 研修【 益田管内】

健康教育（ 学校保健） に関する 現代的課題について見
識を 深める 。
保健主事の学校保健推進者と し ての力量を 高める 。

健康教育（ 学校保健） に関する 現代的課題について見
識を 深める 。
保健主事の学校保健推進者と し ての力量を 高める 。

11月12日（ 水） 〈 午後〉 浜田教育セン タ ー 11月13日（ 木） 〈 午後〉 益田合同庁舎

浜田教育事務所管内の小・ 中学校、 大田・ 浜田地区所
在の県立学校の保健主事ま たは学校保健担当者各校１
名。 ただし 、 学校保健担当者が令和６ 年度に受講し て
いる 場合は、 他の者が受講する こ と 。 ま た、 教職員セ
レ ク ト 研修の希望者。 11月13日の同研修は益田管内の
学校が対象です。

益田教育事務所管内の小・ 中学校、 益田地区所在の県
立学校の保健主事ま たは学校保健担当者各校１ 名。 た
だし 、 学校保健担当者が令和６ 年度に受講し ている 場
合は、 他の者が受講する こ と 。 ま た、 教職員セレ ク ト
研修の希望者。 11月12日の同研修は浜田管内の学校が
対象です。

独立行政法人国立病院機構　 久里浜医療セン タ ー
　 三原聡子

独立行政法人国立病院機構　 久里浜医療セン タ ー
　 三原聡子

628( 1101) 628( 1102)

養護教諭研修【 松江・ 隠岐管内】 養護教諭研修【 出雲管内】

保健管理・ 保健教育等に関する 専門的な知識や技術の
習得を 通し て、 資質を 高める と と も に、 健康教育の充
実を めざす。

保健管理・ 保健教育等に関する 専門的な知識や技術の
習得を 通し て、 資質を 高める と と も に、 健康教育の充
実を めざす。

7月4日（ 金） 〈 午後〉 松江合同庁舎 7月3日（ 木） 〈 午後〉 出雲市民会館

〇松江・ 隠岐教育事務所管内の小・ 中学校の養護教諭
　 及び養護助教諭
〇松江・ 隠岐地区所在の県立学校及び松江市立皆美が
　 丘女子高等学校の養護教諭及び養護助教諭
注） 学校に複数対象者がいる 場合は全員が対象
〇希望する 松江地区の私立中学校・ 高等学校の養護教
　 諭及び養護助教諭

〇出雲教育事務所管内の小・ 中学校の養護教諭及び養
　 護助教諭
〇出雲地区（ 大田市以西を 除く ） 所在の県立学校の養
　 護教諭及び養護助教諭
注） 学校に複数対象者がいる 場合は全員が対象
〇希望する 出雲地区（ 大田市以西を 除く ） の私立中学
　 校・ 高等学校の養護教諭及び養護助教諭

文部科学省初等中等教育局　 健康教育・ 食育課健康教
育　 調査官　 川畑千種

文部科学省初等中等教育局　 健康教育・ 食育課健康教
育　 調査官　 川畑千種
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

843( 0100) 1226( 0100)

栄養教諭研修 新任等学校栄養職員職務研修

食に関する 指導や給食管理に関する 専門的な知識や技
術についての研修を 通し て、 資質を 高める と と も に、
学校における 食育の推進・ 充実に活かす。

学校給食を 実施する ための基礎知識や職務の遂行に必
要な事項について理解を 深め、 学校栄養職員と し ての
資質向上を 図る 。

9月10日（ 水） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
4月16日（ 水） 〈 午後〉
　 所属校又は校長が指定し た場所（ オン ラ イ ン ）

各教育事務所管内の小・ 中学校の栄養教諭及び学校栄
養職員
県立特別支援学校の栄養教諭及び学校栄養職員

学校栄養職員と し ての経験年数が１ ～３ 年で本研修を
希望する 者
（ 令和7年4月から 初めて学校栄養職員と し て勤務する
者を 含む）
受講経験者を 除く

金沢大学　 人間社会研究域学校教育系　 准教授
田部絢子

0

1227( 0100) 1327( 1100)

新任等養護助教諭職務研修
教職経験６ 年目研修（ 養護教諭） ス キルアッ プ研修

【 東部】

養護助教諭の職務遂行に必要な知識の理解を 深める と
と も に、 保健室経営の実践力を 高める 。

養護教諭と し ての専門性の探究を 図る と と も に、 児童
生徒等の理解を 深め、 同僚や地域の関係機関等と 協
力・ 連携し て健康課題に対応する 資質能力の向上を 図
る 。

【 全県】 4月15日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
【 東部】 10月31日（ 金）  島根県教育セン タ ー
※東部の中堅教諭等資質向上研修（ 養護教諭） と 合同

経験年数が１ ～３ 年目の養護助教諭で、 本研修を こ れ
ま で受講し たこ と がな い者のう ち、 受講を 希望する 者
（ 令和７ 年４ 月から 初めて養護助教諭と し て勤務する
者を 含む）
ただし 、 養護教諭と し ての勤務歴がある 者を 除く

令和７ 年度教職経験６ 年目研修（ 養護教諭） の東部の
受講者のう ち希望する 者

独立行政法人日本ス ポーツ 振興セン タ ー職員
新規採用養護教諭研修指導員

0

1327( 2100) 1328( 0100)

教職経験６ 年目研修（ 養護教諭） ス キルアッ プ研修
【 西部】

教職経験６ 年目研修（ 栄養教諭） ス キルアッ プ研修

養護教諭と し ての専門性の探究を 図る と と も に、 児童
生徒等の理解を 深め、 同僚や地域の関係機関等と 協
力・ 連携し て健康課題に対応する 資質能力の向上を 図
る 。

栄養教諭と し ての専門性の探究を 図る と と も に、 児童
生徒等の理解を 深め、 同僚や地域の関係機関等と 協
力・ 連携し て食に関する 課題に対応する 資質能力の向
上を 図る 。

【 西部】 10月15日（ 水） 浜田教育セン タ ー
※西部の中堅教諭等資質向上研修（ 養護教諭） と 合同

【 全県】 11月19日（ 水） 未定（ 県内の学校給食セン
タ ーま たは調理場）
※中堅教諭等資質向上研修（ 栄養教諭） と 合同

令和７ 年度教職経験６ 年目研修（ 養護教諭） の西部の
 受講者のう ち希望する 者

令和７ 年度教職経験６ 年目研修（ 栄養教諭） の受講者
 のう ち希望する 者

0 0
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

※4781000 ※4782000

小・ 中学校教務主任研修（ 新任） （ 東部） 小・ 中学校教務主任研修（ 新任） 【 西部】

教務主任の役割について理解し 、 教育活動の質的向上
を 図る 組織的・ 計画的なカリ キ ュ ラ ム ・ マネジメ ン ト
を 含む実務についての知識を 身に付ける と と も に実践
意欲を 高める 。

教務主任の役割について理解し 、 教育活動の質的向上
を 図る 組織的・ 計画的なカリ キ ュ ラ ム ・ マネジメ ン ト
を 含む実務についての知識を 身に付ける と と も に実践
意欲を 高める 。

〈 第1回〉 4月1日～5月15日オン デマン ド
〈 第2回〉 8月20日（ 水） 〈 午後〉 島根県教育セン タ ー

〈 第1回〉 4月1日～5月15日オン デマン ド
〈 第2回〉 8月19日（ 火） 〈 午後〉 浜田教育セン タ ー

（ 必修） 他校を 含め、 こ れま で教務主任の経験のない
小・ 中学校等の新任教務主任
※6年目研修対象者も 可と する 。

（ 必修） 他校を 含め、 こ れま で教務主任の経験のない
小・ 中学校等の新任教務主任
※6年目研修対象者も 可と する 。

0 0

478( 3100) 478( 3200)

小・ 中学校教務主任研修【 東部・ 希望者】 小・ 中学校教務主任研修【 西部・ 希望者】

教務主任の役割について理解し 、 教育活動の質的向上
を 図る 組織的・ 計画的なカリ キ ュ ラ ム ・ マネジメ ン ト
を 含む実務についての知識を 身に付ける と と も に実践
意欲を 高める 。

教務主任の役割について理解し 、 教育活動の質的向上
を 図る 組織的・ 計画的なカリ キ ュ ラ ム ・ マネジメ ン ト
を 含む実務についての知識を 身に付ける と と も に実践
意欲を 高める 。

【 東部】 8月20日（ 水）  〈 午後〉 島根県教育セン タ ー 【 西部】 8月19日（ 火）  〈 午後〉 浜田教育セン タ ー

（ 希望者対象） 過去に教務主任の経験はある が、 集合
によ る 研修の受講を 希望する 教務主任。 ６ 年目研修対
象者も 可と する 。

（ 希望者対象） 過去に教務主任の経験はある が、 集合
によ る 研修の受講を 希望する 教務主任。 ６ 年目研修対
象者も 可と する 。

0 0

655( 1000) 655( 2000)

小・ 中学校研究主任等研修【 東部】 小・ 中学校研究主任等研修【 西部】

校内研究の意義及び研究主任の果たすべき 役割等を 学
ぶと と も に、 授業改善を 目的と し た校内研究の企画・
運営上の工夫を 学び、 校内研究を 推進する 指導力の向
上を 図る 。

校内研究の意義及び研究主任の果たすべき 役割等を 学
ぶと と も に、 授業改善を 目的と し た校内研究の企画・
運営上の工夫を 学び、 校内研究を 推進する 指導力の向
上を 図る 。

〈 事前研修〉 4月1日（ 火） ～4月29日（ 火）
　 　 　 　 　 　 オン デマン ド 動画視聴
〈 第1回〉 4月30日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン  必修
〈 第2回〉 5月30日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン  希望者
〈 第3回〉 7月22日（ 火） 〈 午後〉 小学校 希望者
　 　 　 　  8月 5日（ 火） 〈 午後〉 中学校 希望者
〈 第4回〉 11月26日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン  希望者
〈 第5回〉 1月15日（ 木） 〈 午後〉 オン ラ イ ン  必修

〈 事前研修〉 4月1日（ 火） ～4月22日（ 火）
            オン デマン ド 動画視聴
〈 第1回〉 4月23日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン  必修
〈 第2回〉 5月30日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン  希望者
〈 第3回〉 7月22日（ 火） 〈 午後〉 小学校 希望者
　 　 　 　  8月 5日（ 火） 〈 午後〉 中学校 希望者
〈 第4回〉 11月26日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン  希望者
〈 第5回〉 1月14日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン  必修

校内研究の意義及び研究主任の果たすべき 役割等を 学
ぶと と も に、 授業改善を 目的と し た校内研究の企画・
運営上の工夫を 学び、 校内研究を 推進する 指導力の向
上を 図る 。
※4月11日の申込は第１ 回目のみ行う

校内研究の意義及び研究主任の果たすべき 役割等を 学
ぶと と も に、 授業改善を 目的と し た校内研究の企画・
運営上の工夫を 学び、 校内研究を 推進する 指導力の向
上を 図る 。
※4月11日の申込は第１ 回目のみ行う

〈 第1回〉 熊本大学　 特任教授　 前田　 康裕 〈 第1回〉 熊本大学　 特任教授　 前田　 康裕
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1223( 0100)

県立学校道徳教育研修

学校の教育活動全体を 通じ て行う 道徳教育を 全教師が
協力し て展開する ために、 道徳教育推進教師が果たす
役割について理解を 深め、 実践力を 高める 。

【 全県】 6月23日（ 月） 午後〈 半日〉 オン ラ イ ン

・ 高等学校の特別活動担当者１ 名（ 定・ 通・ 分校から
も １ 名）
・ 特別支援学校（ 高等部） の特別活動担当者１ 名

0

※11291000 ※11292000

新任講師等研修【 東部】 新任講師等研修【 西部】

教育活動の基盤と なる 基本的事項を 学ぶこ と を 通し
て、 学校組織の一員と し て求めら れる 資質・ 能力を 身
に付ける 。

教育活動の基盤と なる 基本的事項を 学ぶこ と を 通し
て、 学校組織の一員と し て求めら れる 資質・ 能力を 身
に付ける 。

【 東部】 〈 第1回〉 4月17日（ 木） 〈 午前〉 オン ラ イ ン
【 東部】 〈 第2回〉
　 〔 出雲管内〕 9月11日（ 木） 〈 午前〉 出雲合同庁舎
　 〔 松江管内〕 9月19日（ 金） 〈 午前〉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  島根県教育セン タ ー
　 〔 隠岐管内〕 9月19日（ 金） 〈 午前〉 隠岐合同庁舎

【 西部】 〈 第1回〉 4月15日（ 火） 〈 午前〉 オン ラ イ ン
【 西部】 〈 第2回〉
　 〔 浜田管内〕 9月17日（ 水） 〈 午前〉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  浜田教育セン タ ー
  〔 益田管内〕 9月17日（ 水） 〈 午前〉 益田合同庁舎

県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校、 県立高等学校
（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） 、 特別支援
学校に勤務する １ 年期限付き 又は短期補充の常勤講師
等※１ 及び、 市町村立小・ 中・ 義務教育学校の非常勤
講師※２ のう ち、 本研修を 受講し ていない者。 ただ
し 、 過去に正規教職員と し て公立学校に勤務し た者を
除く 。
※１ 　 常勤講師等（ 市町村立小・ 中学・ 義務教育学
　 　 　 校） 　 講師、 養護助教諭、 学校栄養士、 主事
※１ 　 常勤講師等（ 県立学校、 松江市立皆美が丘女子
　 　 　 高等学校） 　 講師、 養護助教諭、 学校栄養士、
　 　 　 学校看護師、 実習助手、 寄宿舎指導員
※２ 　 非常勤講師
　 　 　 主幹教諭配置に伴う 代替、 中学校免許外教科
　 　 　 担任解消、 緊急対応、 少人数学級編制代替
　 　 　 修学部分休業代替、 育児短時間勤務代替、 体育
　 　 　 担当教員妊娠代替、 にこ にこ サポート （ 通常の
　 　 　 学級） 、 にこ にこ サポート （ 特別支援学級） 、
　 　 　 中学校ク ラ ス サポート 、 学びいき いき サポート

県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校、 県立高等学校
（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） 、 特別支援
学校に勤務する １ 年期限付き 又は短期補充の常勤講師
等※１ 及び、 市町村立小・ 中・ 義務教育学校の非常勤
講師※２ のう ち、 本研修を 受講し ていない者。 ただ
し 、 過去に正規教職員と し て公立学校に勤務し た者を
除く 。
※１ 　 常勤講師等（ 市町村立小・ 中学・ 義務教育学
　 　 　 校） 　 講師、 養護助教諭、 学校栄養士、 主事
※１ 　 常勤講師等（ 県立学校、 松江市立皆美が丘女子
　 　 　 高等学校） 　 講師、 養護助教諭、 学校栄養士、
　 　 　 学校看護師、 実習助手、 寄宿舎指導員
※２ 　 非常勤講師
　 　 　 主幹教諭配置に伴う 代替、 中学校免許外教科
　 　 　 担任解消、 緊急対応、 少人数学級編制代替
　 　 　 修学部分休業代替、 育児短時間勤務代替、 体育
　 　 　 担当教員妊娠代替、 にこ にこ サポート （ 通常の
　 　 　 学級） 、 にこ にこ サポート （ 特別支援学級） 、
　 　 　 中学校ク ラ ス サポート 、 学びいき いき サポート

0 0

963( 0100) ※9710000

小・ 中学校事務職員新任事務リ ーダー研修 小・ 中学校事務職員主事研修

教育活動の基盤と なる 基本的事項を 学ぶこ と を 通し
て、 学校組織の一員と し て求めら れる 資質・ 能力を 身
に付ける 。

教育活動の基盤と なる 基本的事項を 学ぶこ と を 通し
て、 学校組織の一員と し て求めら れる 資質・ 能力を 身
に付ける 。

5月16日（ 金） 〈 1日〉 　 島根県教育セン タ ー
〈 第1回〉 6月6日（ 金） 〈 1日〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 10月10日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

令和7年度に事務リ ーダーに昇任し た学校事務職員
採用２ 年目の小・ 中・ 義務教育学校事務職員及び主事
（ ２ 年目） 研修未受講の主事（ 臨時的任用事務職員を
除く ）

0 0
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

※10950000 ※10620000

小・ 中学校事務職員主任研修 小・ 中学校事務職員事務主幹研修

中堅事務職員と し ての役割を 認識する と と も に、 キ ャ
リ アデザイ ン を 通し て 自立的に能力開発に取り 組み行
動でき る 能力を 身に付け、 主任と し ての資質を 高め
る 。

学校事務の専門職と し て専門的知識の確立を 図り 、 学
校運営の企画立案に参画でき る 各種マネジメ ン ト 能力
を 身につける 。

〈 第1回〉 6月13日（ 金） 〈 1日〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 12月4日（ 木） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

〈 第1回〉 7月４ 日（ 金） オン ラ イ ン
〈 第2回〉 12月5日（ 金） 島根県教育セン タ ー

令和7年度に主任に昇任し た学校事務職員及び主任研
修未受講の主任

令和５ 年度から 令和７ 年度に昇任し た事務主幹及び事
務主幹研修を 未受講の事務主幹

〈 第2回〉 大分大学教育学部門　 准教授　 熊丸真太郎 0

1264( 0000) ※12650000

数理枠採用５ 年目研修及び６ 年目研修 新任臨時的任用等学校事務職員研修

｢児童が算数や理科を 好き にな る 環境づく り に努める
小学校教員」 と し ての意欲を 高め、 算数又は理科授業
の指導力向上を 図る 。

公立学校事務職員と し て、 職務遂行上必要な基礎的知
識を 習得する と と も に、 教職員と し ての自覚と 日常業
務の問題解決能力を 養う 。

1年間・ 所属校での授業研究（ 6年目のみ）
[ 数理（ 算数） 枠採用者] 小学校算数科教育講座への参
加（ 5・ 6年目）
[ 数理（ 理科） 枠採用者] 小学校理科教育講座への参加
（ 5・ 6年目）

〈 第1回〉 5月23日（ 金） 〈 1日〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 6月20日（ 金） 〈 午前〉 オン ラ イ ン

小学校数理枠採用者のう ち、 教職経験６ 年目の者（ 令
和７ 年度に６ 年目研修を 受講する 者） 及び教職経験５
年目の者

県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校に勤務する 、 令
和7年度に初めて採用さ れた１ 年期限付き 又は短期補
充の常勤主事。

0 0

1297( 0000) ※12660000

新任学校図書館担当者研修 教育課程デザイ ン研修

初めて学校図書館の主担当と なっ た教員が、 学校図書
館活用の必要性について理解する と と も に、 学校図書
館の具体的な活用方法を 知り 、 校内での図書館活用推
進への意欲を 高める 。

学習指導要領（ 平成30年告示） に基づく 学習活動を 実
現する ための研修です。 授業改善、 学習評価、 Ｉ Ｃ Ｔ
活用等に関する 見識を 深め、 校内推進体制の構築やカ
リ キ ュ ラ ム ・ マネジメ ン ト の充実を 図る こ と を 目指し
ま す。

6月26日（ 木） 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第1回〉 5月8日（ 木） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 9月19日（ 金） 〈 1日〉 松江合同庁舎

【 必修】 県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校、 県立
高等学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） に
勤務する 、 こ れま で一度も 学校図書館の主担当になっ
たこ と がなく 、 今年度初めて学校図書館の主担当と
なっ た教員。
【 希望者】 県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校、 県
立高等学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含
む） 、 特別支援学校に勤務する 教職員（ 希望者は各校
１ 名）

（ 必須） 高等学校の主幹教諭及び教務主任
※主幹教諭の未配置校については、 教務主任の他に、
副校長・ 教頭、 研究主任など 学習評価やカリ キ ュ ラ
ム ・ マネジメ ン ト に関わる 教員も 1名参加する こ と 。

0 0
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

※12670000 ※12680100

I CT教育の基盤に係る 管理研修 I CT活用推進リ ーダー教員研修【 東部】

生徒１ 人１ 台端末、 教育ク ラ ウ ド を 有効活用し た教育
を 進める にあ たり 、 教育ク ラ ウ ド 活用管理、 生徒端末
及び教員端末管理など の手法について研修し ま す。 ま
た、 他校の取組等の情報交換を 行い、 I CT管理基盤担
当者のネッ ト ワ ーク を 作る こ と で研修効果を 高めま
す。

授業でのI CT活用を 行う ための知識・ 技能を 学び、 I CT
活用を 校内で推進する ための計画立案・ 実践を 研修を
通し て行いま す。 ま た、 他校の取組等の情報交換を 行
い、 I CT活用推進リ ーダ ー教員のネッ ト ワ ーク を 作る
こ と で研修効果を 高めま す。

〈 第1回〉 4月23日（ 水） 〈 午前〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 8月21日（ 木） 〈 1日〉 オン ラ イ ン

〈 第1回〉 4月23日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 6月13日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
〈 第3回〉 12月12日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

（ 必修） 各県立高等学校で教育ク ラ ウ ド 及び端末管理
担当者（ ※I CT基盤管理担当者）

（ 必修） 各県立高等学校でI CT活用を 推進する 立場の
教員（ ※ I CT活用推進リ ーダー教員）

0 0

※12680200 ※13150100

I CT活用推進リ ーダー教員研修【 西部】 共通教科情報「 情報Ⅰ」 ・ 「 情報Ⅱ」 研修【 東部】

授業でのI CT活用を 行う ための知識・ 技能を 学び、 I CT
活用を 校内で推進する ための計画立案・ 実践を 研修を
通し て行いま す。 ま た 、 他校の取組等の情報交換を 行
い、 I CT活用推進リ ーダー教員のネッ ト ワ ーク を 作る
こ と で研修効果を 高めま す。

　 共通教科情報科の目標及び内容を 確認し 、 情報に関
する 科学的な見方・ 考え方を 働かせた授業作り のポイ
ン ト 、 情報Ⅰから 情報Ⅱへの接続等について考えま
す。

〈 第1回〉 4月23日（ 水） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 6月12日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第3回〉 12月11日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

〈 第1回〉 6月27日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
〈 第2回〉 9月12日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

（ 必修） 各県立高等学校でI CT活用を 推進する 立場の
教員（ ※ I CT活用推進リ ーダー教員）

（ 必修） 高等学校 情報科教育推進担当教員１ 名（ 分
校から も １ 名） ※情報Ⅰ（ SSHによ り 情報Ⅰを 代替を
含む） を 設置する 学校
（ 希望） 情報Ⅰを 専門教科等で代替する 学校、 特別支
援学校で情報Ⅰ等を 担当する 教員（ 各校１ 名を 上限と
する ）

0 0

※13150200

共通教科情報「 情報Ⅰ」 ・ 「 情報Ⅱ」 研修【 西部】

　 共通教科情報科の目標及び内容を 確認し 、 情報に関
する 科学的な見方・ 考え方を 働かせた授業作り のポイ
ン ト 、 情報Ⅰから 情報Ⅱへの接続等について考えま
す。

〈 第1回〉 6月26日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第2回〉 9月11日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

（ 必修） 高等学校 情報科教育推進担当教員１ 名（ 分
校から も １ 名） ※情報Ⅰ（ SSHによ り 情報Ⅰを 代替を
含む） を 設置する 学校
（ 希望） 情報Ⅰを 専門教科等で代替する 学校、 特別支
援学校で情報Ⅰ等を 担当する 教員（ 各校１ 名を 上限と
する ）

0 0

26



職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

〈 第1回〉 6月26日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育センタ ー
〈 第2回〉 9月11日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育センタ ー

（ 必修） 高等学校 情報科教育推進担当教員１ 名（ 分校
から も １ 名） ※情報Ⅰ（ SSHによ り 情報Ⅰを 代替を 含
む） を設置する 学校
（ 希望） 情報Ⅰを 専門教科等で代替する 学校、 特別支援
学校で情報Ⅰ等を 担当する 教員（ 各校１ 名を 上限と す
る ）

0 0

※13150200

共通教科情報「 情報Ⅰ」 ・ 「 情報Ⅱ」 研修【 西部】

　 共通教科情報科の目標及び内容を確認し 、 情報に関す
る 科学的な見方・ 考え方を働かせた授業作り のポイ ン
ト 、 情報Ⅰから 情報Ⅱへの接続等について考えま す。

〈 第1回〉 4月23日（ 水） 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 6月19日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育センタ ー
〈 第3回〉 12月11日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育センタ ー

〈 第1回〉 6月27日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育センタ ー
〈 第2回〉 9月12日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育センタ ー

（ 必修） 各県立高等学校でI CT活用を 推進する 立場の教
員（ ※ I CT活用推進リ ーダー教員）

（ 必修） 高等学校 情報科教育推進担当教員１ 名（ 分校
から も １ 名） ※情報Ⅰ（ SSHによ り 情報Ⅰを 代替を含
む） を設置する 学校
（ 希望） 情報Ⅰを 専門教科等で代替する 学校、 特別支援
学校で情報Ⅰ等を 担当する 教員（ 各校１ 名を上限と す
る ）

0 0

※12680200 ※13150100

I CT活用推進リ ーダー教員研修【 西部】 共通教科情報「 情報Ⅰ」 ・ 「 情報Ⅱ」 研修【 東部】

授業でのI CT活用を行う ための知識・ 技能を 学び、 I CT活
用を校内で推進する ための計画立案・ 実践を 研修を通し
て行いま す。 ま た、 他校の取組等の情報交換を行い、
I CT活用推進リ ーダー教員のネッ ト ワ ーク を 作る こ と で
研修効果を高めま す。

　 共通教科情報科の目標及び内容を 確認し 、 情報に関す
る 科学的な見方・ 考え方を働かせた授業作り のポイ ン
ト 、 情報Ⅰから 情報Ⅱへの接続等について考えま す。

〈 第1回〉 4月23日（ 水） 〈 午前〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 8月21日（ 木） 〈 1日〉 オンラ イ ン

〈 第1回〉 4月23日（ 水） 〈 午後〉 オンラ イ ン
〈 第2回〉 6月20日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育センタ ー
〈 第3回〉 12月12日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育センタ ー

（ 必修） 各県立高等学校で教育ク ラ ウ ド 及び端末管理担
当者（ ※I CT基盤管理担当者）

（ 必修） 各県立高等学校でI CT活用を 推進する 立場の教
員（ ※ I CT活用推進リ ーダー教員）

0 0

※12670000 ※12680100

I CT教育の基盤に係る 管理研修 I CT活用推進リ ーダー教員研修【 東部】

生徒１ 人１ 台端末、 教育ク ラ ウ ド を有効活用し た教育を
進める にあたり 、 教育ク ラ ウ ド 活用管理、 生徒端末及び
教員端末管理など の手法について研修し ま す。 ま た、 他
校の取組等の情報交換を 行い、 I CT管理基盤担当者の
ネッ ト ワ ーク を作る こ と で研修効果を高めま す。

授業でのI CT活用を行う ための知識・ 技能を 学び、 I CT活
用を校内で推進する ための計画立案・ 実践を研修を通し
て行いま す。 ま た、 他校の取組等の情報交換を行い、
I CT活用推進リ ーダー教員のネッ ト ワ ーク を 作る こ と で
研修効果を高めま す。
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

※8580110 ※8580120

小・ 中学校特別支援学級、 通級によ る 指導新任担当教員研
修【 知的、 自・ 情】 【 東部】

小・ 中学校特別支援学級、 通級によ る 指導新任担当教員研
修【 知的、 自・ 情】 【 西部】

特別の教育課程に基づいた学習指導、 学級経営・ 教室
経営など の基礎的な知識を 学び、 日々の指導や授業を
効果的に組み立てて実践し ていこ う と する 意欲を 高め
る 。

特別の教育課程に基づいた学習指導、 学級経営・ 教室
経営など の基礎的な知識を 学び、 日々の指導や授業を
効果的に組み立てて実践し ていこ う と する 意欲を 高め
る 。

〈 第1回〉 4月25日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
〈 第2回〉 第1回研修終了後に、 以下の4つのコ ース か
       ら 1つ選択し て実施する 。
             （ ＊詳し く は第1回研修にて説明）
　 ・ 授業づく り ①コ ース 　 8月19日（ 火） 〈 午後〉
                                     オン ラ イ ン
　 ・ 授業づく り ②コ ース （ 授業づく り ①＋個別相談）
　 　 　 授業づく り ①： 上記の日程と 同じ
           個別相談： 2回ま で実施
　 ・ 授業づく り ③コ ース （ 研究授業＋授業研究）
      希望日から 日程調整を 行う 。
　 ・ 校内OJTコ ース
〈 第3回〉 1月16日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

〈 第1回〉 4月23日（ 水） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第2回〉 第1回研修終了後に、 以下の4つのコ ース か
    ら 1つ選択し て実施する 。 （ ＊詳し く は第1回研修
    にて説明）
　 ・ 授業づく り ①コ ース 　 8月21日（ 木） 〈 午前〉
                                   オン ラ イ ン
　 ・ 授業づく り ②コ ース （ 授業づく り ①＋個別相談）
　 　 　 授業づく り ①： 上記の日程と 同じ
      個別相談： 2回ま で実施
　 ・ 授業づく り ③コ ース （ 研究授業＋授業研究）
      希望日から 日程調整を 行う 。
　 ・ 校内OJTコ ース
〈 第3回〉 1月14日（ 水） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

初めて特別支援学級を 担任する 小・ 中学校及び義務教
育学校の教員のう ち、 知的障がい、 自閉症・ 情緒障が
い特別支援学級を 担任する 者。 なお、 次の者を 含む。
・ 通級によ る 指導の担当経験はある が初めて特別支援
学級を 担任する 者
・ 特別支援学校の勤務経験があ り 、 初めて特別支援学
級を 担任する 者のう ち 、 希望する 者
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 １ 年未
満の常勤講師のう ち希望する 者を 含む）

初めて特別支援学級を 担任する 小・ 中学校及び義務教
育学校の教員のう ち、 知的障がい、 自閉症・ 情緒障が
い特別支援学級を 担任する 者。 なお、 次の者を 含む。
・ 通級によ る 指導の担当経験はあ る が初めて特別支援
学級を 担任する 者
・ 特別支援学校の勤務経験があ り 、 初めて特別支援学
級を 担任する 者のう ち、 希望する 者
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 １ 年未
満の常勤講師のう ち希望する 者を 含む）

0 0

※8580210 ※8580220

小・ 中学校特別支援学級、 通級によ る 指導新任担当教員研修
【 弱視、 難聴、 肢体不自由、 病弱、 院内、 通級】 【 東部】

小・ 中学校特別支援学級、 通級によ る 指導新任担当教員研修
【 弱視、 難聴、 肢体不自由、 病弱、 院内、 通級】 【 西部】

特別の教育課程に基づいた学習指導、 学級経営・ 教室
経営など の基礎的な知識を 学び、 日々の指導や授業を
効果的に組み立てて実践し ていこ う と する 意欲を 高め
る 。

特別の教育課程に基づいた学習指導、 学級経営・ 教室
経営など の基礎的な知識を 学び、 日々の指導や授業を
効果的に組み立てて実践し ていこ う と する 意欲を 高め
る 。

〈 第1回〉 4月18日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
〈 第2回〉 第1回研修終了後に、 以下の4つのコ ース か
    ら 1つ選択し て実施する 。 （ ＊詳し く は第1回研修
    にて説明）
　 ・ 授業づく り ①コ ース （ オン ラ イ ン 研修）
　 　 　 特別支援学級： 8月19日（ 火） 〈 午後〉
　 　 　 通級によ る 指導： 8月21日（ 木） 〈 午後〉
　 ・ 授業づく り ②コ ース （ 授業づく り ①＋個別相談）
　 　 　 授業づく り ①： 上記の日程と 同じ
      個別相談： 2回ま で実施
　 ・ 授業づく り ③コ ース （ 研究授業＋授業研究）
      希望日から 日程調整を 行う 。
　 ・ 校内OJTコ ース
〈 第3回〉 1月20日（ 火） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

〈 第1回〉 4月18日（ 金） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第2回〉 第1回研修終了後に、 以下の4つのコ ース か
    ら 1つ選択し て実施する 。 （ ＊詳し く は第1回研修
    にて説明）
　 ・ 授業づく り ①コ ース （ オン ラ イ ン 研修）
　 　 　 特別支援学級： 8月19日（ 火） 〈 午後〉
　 　 　 通級によ る 指導： 8月21日（ 木） 〈 午後〉
　 ・ 授業づく り ②コ ース （ 授業づく り ①＋個別相談）
　 　 　 授業づく り ①： 上記の日程と 同じ
      個別相談： 2回ま で実施
　 ・ 授業づく り ③コ ース （ 研究授業＋授業研究）
      希望日から 日程調整を 行う 。
　 ・ 校内OJTコ ース
〈 第3回〉 1月20日（ 火） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

初めて特別支援学級を 担任する 小・ 中学校及び義務教
育学校の教員のう ち、 弱視、 難聴、 肢体不自由、 病
弱・ 身体虚弱、 院内学級を 担任する 者。 ま たは、 初め
て通級によ る 指導を 担当する 小・ 中学校、 義務教育学
校の教員。 なお、 次の者を 含む。
・ 通級によ る 指導の担当経験はある が初めて特別支援
学級を 担任する 者
・ 特別支援学級の担任経験はあ る が初めて通級によ る
指導を 担当する 者
・ 特別支援学校の勤務経験があ り 、 初めて特別支援学
級を 担任する 者又は初めて通級によ る 指導を 担当する
者のう ち、 希望する 者
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 １ 年未
満の常勤講師のう ち希望する 者を 含む）

初めて特別支援学級を 担任する 小・ 中学校及び義務教
育学校の教員のう ち、 弱視、 難聴、 肢体不自由、 病
弱・ 身体虚弱、 院内学級を 担任する 者。 又は初めて通
級によ る 指導を 担当する 小・ 中学校、 義務教育学校の
教員。 なお、 次の者を 含む。
・ 通級によ る 指導の担当経験はあ る が初めて特別支援
学級を 担任する 者
・ 特別支援学級の担任経験はあ る が初めて通級によ る
指導を 担当する 者
・ 特別支援学校の勤務経験があ り 、 初めて特別支援学
級を 担任する 者又は初めて通級によ る 指導を 担当する
者のう ち、 希望する 者
※常勤講師は１ 年の期限付と する 。 （ ただし 、 １ 年未
満の常勤講師のう ち希望する 者を 含む）

0 0
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

919( 1100) 919( 1200)

新任特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修（ 第1回）
【 東部】

新任特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修（ 第2回）
【 希望： 東部】

特別支援教育コ ーディ ネータ ーの役割や特別な支援が
必要な子ど も の理解と 対応について学び、 校内の特別
支援教育を 推進する 教員と し ての力を 身に付ける 。

特別支援教育コ ーディ ネータ ーの役割や特別な支援が
必要な子ど も の理解と 対応について学び、 校内の特別
支援教育を 推進する 教員と し ての力を 身に付ける 。

〈 第1回〉 5月20日（ 火） ＜午後＞オン ラ イ ン 〈 第2回〉 8月22日（ 金） ＜午後＞島根県教育セン タ ー

今年度初めて特別支援教育コ ーディ ネータ ーに指名さ
れた小・ 中学校、 義務教育学校及び高等学校の教員
（ 各校１ 名ま で）
・ 市町村立学校は、 本校、 分校それぞれから 対象教員
が参加する こ と 。
・ 県立学校は、 本校、 分校、 定時制、 通信制課程それ
ぞれから 対象教員が参加する こ と 。
・ 私立中学校、 私立高等学校はそれぞれから 対象教員
が参加する こ と 。
・ なお、 対象教員がいない場合は参加する 必要はな
い。
※上記に加え、 希望する 特別支援教育コ ーディ ネー
タ ー（ 各校１ 名ま で）

第１ 回受講者の内希望する 者
※第１ 回終了後、 募集開始

0 0

919( 2100) 919( 2200)

新任特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修（ 第1回）
【 西部】

新任特別支援教育コ ーディ ネータ ー研修（ 第2回）
【 希望： 西部】

特別支援教育コ ーディ ネータ ーの役割や特別な支援が
必要な子ど も の理解と 対応について学び、 校内の特別
支援教育を 推進する 教員と し ての力を 身に付ける 。

特別支援教育コ ーディ ネータ ーの役割や特別な支援が
必要な子ど も の理解と 対応について学び、 校内の特別
支援教育を 推進する 教員と し ての力を 身に付ける 。

〈 第1回〉 5月21日（ 水） ＜午後＞オン ラ イ ン 〈 第2回〉 8月26日（ 火） ＜午後＞　 浜田教育セン タ ー

今年度初めて特別支援教育コ ーディ ネータ ーに指名さ
れた小・ 中学校、 義務教育学校及び高等学校の教員
（ 各校１ 名ま で）
・ 市町村立学校は、 本校、 分校それぞれから 対象教員
が参加する こ と 。
・ 県立学校は、 本校、 分校、 定時制、 通信制課程それ
ぞれから 対象教員が参加する こ と 。
・ 私立中学校、 私立高等学校はそれぞれから 対象教員
が参加する こ と 。
・ なお、 対象教員がいない場合は参加する 必要はな
い。
※上記に加え、 希望する 特別支援教育コ ーディ ネー
タ ー（ 各校１ 名ま で）

第１ 回受講者の内希望する 者
※第１ 回終了後、 募集開始

0 0

1329( 1000) 1329( 1100)

新任人権教育担当主任等研修【 隠岐管内】
新任人権教育担当主任等研修【 松江・ 出雲管内（ 中・ 高・

特・ 義） 】

初めて人権教育主任や主担当と なっ た教員が抱える 課
題を 取り 上げ、 人権教育担当主任等と し ての役割につ
いて認識を 深め、 校内での人権教育を 推進する ための
意欲の向上につなげる 。

初めて人権教育主任や主担当と なっ た教員が抱える 課
題を 取り 上げ、 人権教育担当主任等と し ての役割につ
いて認識を 深め、 校内での人権教育を 推進する ための
意欲の向上につなげる 。

5月9日（ 金）  〈 午前〉 隠岐合同庁舎 5月27日（ 火） 〈 午後〉 松江合同庁舎

（ 必修） 隠岐管内の小・ 中・ 高等学校及び特別支援学
校の、 初めて人権教育担当主任等を する 者（ 他校を 含
め人権教育担当主任等の経験が無いも の）
（ 希望） 過去には経験がある が、 本研修を 希望する 隠
岐管内の小・ 中・ 高等学校およ び特別支援学校の人権
教育担当主任

（ 必修） 松江・ 出雲管内の中学校、 高等学校、 特別支
援学校、 義務教育学校の、 初めて人権教育担当主任を
する 者（ 他校も 含め人権教育担当主任の経験が無い
者）
（ 希望） 過去に経験はあ る が、 本研修を 希望する 松江
管内・ 出雲管内の中・ 高・ 特・ 義の人権教育担当主任
※義務教育学校は、 【 松江・ 出雲管内（ 中・ 高・ 特・
義） 】 【 松江・ 出雲管内（ 小・ 義） 】 のいずれかを 任
意で選択し 、 受講し てく ださ い。

0 0
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1329( 1200) 1329( 2000)

新任人権教育担当主任等研修
【 松江・ 出雲管内（ 小・ 義） 】

新任人権教育担当主任等研修【 浜田・ 益田管内（ 小） 】

初めて人権教育主任や主担当と なっ た教員が抱える 課
題を 取り 上げ、 人権教育担当主任等と し ての役割につ
いて認識を 深め、 校内での人権教育を 推進する ための
意欲の向上につなげる 。

初めて人権教育主任や主担当と なっ た教員が抱える 課
題を 取り 上げ、 人権教育担当主任等と し ての役割につ
いて認識を 深め、 校内での人権教育を 推進する ための
意欲の向上につなげる 。

6月3日（ 火） 〈 午後〉 松江合同庁舎 5月20日（ 火）  〈 午後〉 浜田教育セン タ ー

（ 必修） 松江・ 出雲管内の小学校、 義務教育学校の、
初めて人権教育担当主任を する 者（ 他校も 含め人権教
育担当主任の経験が無い者）
（ 希望） 過去に経験がある が、 本研修を 希望する 松
江・ 出雲管内の小学校及び義務教育学校の人権教育担
当主任
※義務教育学校は【 松江・ 出雲管内（ 中・ 高・ 特・
義） 】 【 松江・ 出雲管内（ 小・ 義） 】 のいずれかを 任
意で選択し 、 受講し て く ださ い。

（ 必修） 浜田・ 益田管内の小学校の、 初めて人権教育
担当主任を する 者（ 他校も 含め人権教育担当主任の経
験が無い者）
（ 希望） 過去に経験はあ る が、 本研修を 希望する 浜
田・ 益田管内の小学校の人権教育担当主任

0 0

1329( 2100) ※12700000

新任人権教育担当主任等研修
【 浜田・ 益田管内（ 中・ 高・ 特） 】

学校・ 福祉連携推進教員研修

初めて人権教育主任や主担当と なっ た教員が抱える 課
題を 取り 上げ、 人権教育担当主任等と し ての役割につ
いて認識を 深め、 校内での人権教育を 推進する ための
意欲の向上につなげる 。

職務を 遂行する 上での課題を 明確にし て共有する と と
も に、 研修を 通し て学校・ 福祉連携推進教員と し ての
資質向上を はかる 。

5月21日（ 水） 〈 午後〉 浜田教育セン タ ー

※期日・ 会場は仮のも の
〈 第1回〉  6月19日（ 木） 〈 1日〉 大田集合庁舎
〈 第2回〉 11月 6日（ 木） 〈 1日〉 大田集合庁舎
〈 第3回〉  2月 5日（ 木） 〈 1日〉 大田集合庁舎

（ 必修） 浜田・ 益田管内の中学校、 高等学校、 特別支
援学校の、 初めて人権教育担当主任を 経験する 者（ 他
校を 含め人権教育担当主任の経験が無い者）
（ 希望） 過去に経験はある が、 本研修を 希望する 浜
田・ 益田管内の中・ 高・ 特の人権教育担当主任

学校・ 福祉連携推進教員4名

0 0

1167( 0100) ※11821000

特別な支援のための非常勤講師（ にこ にこ サポート 事業）
研修

特別支援教育専門性向上研修【 松江・ 出雲】

特別な支援のための非常勤講師と し ての指導力の向上
を 図る と と も に、 参加者同士によ る 協議及び情報交換
等を 通し て特別支援教育に係る 校内体制の一層の充実
に資する 。

<第1回>
読み・ 書き ・ 算数の困難さ の背景にあ る 認知的・ 環境
的要因を 的確にと ら え、 事例検討を 通し て個に応じ た
指導や合理的配慮につなげる ための専門的理解を 深め
る 。
<第2回>
感覚処理や協調運動の視点から 学習のつま ずき の背景
を 読み解き 、 事例検討を 通し て個に応じ た指導や合理
的配慮につなげる ための専門的理解を 深める 。

〈 研修1〉
【 松江管内】 6月20日（ 金） 〈 午後〉 松江合同庁舎
【 出雲管内】 6月12日（ 木） 〈 午後〉 出雲合同庁舎
【 浜田管内】 6月20日（ 金） 〈 午後〉 浜田合同庁舎
【 益田管内】 6月12日（ 木） 〈 午後〉 益田合同庁舎
【 隠岐管内】 6月10日（ 火） 〈 午後〉 隠岐合同庁舎
〈 研修2〉 　 7月から 2学期始業式ま での期間　 各校

〈 第1回〉 6月27日（ 金） 〈 1日〉 出雲合同庁舎
〈 第2回〉 10月3日（ 金） 〈 1日〉 出雲合同庁舎

特別な支援のための非常勤講師配置事業〔 にこ にこ サ
ポート 事業（ 小学校等通常の学級） ・ （ 特別支援学
級） 〕 に係る 非常勤講師

・ 市町村教育委員会から 推薦を 受けた小・ 中・ 義務教
  育学校の教員（ 各市町村： 計3名ま で（ 1名以上必
  須） ）
・ 各特別支援学校において校長から 推薦を 受けたセン
  タ ー的機能担当者（ 各校2名ま で（ 分教室設置校は
  3名ま で） ）

0
〈 第1回〉 筑波大学人間系　 准教授　 丹治　 敬之
〈 第2回〉 長崎大学生命医科学域（ 保健学系）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 教授　 岩永　 竜一郎
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職務研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8月8日（ 金） 〈 午後〉 出雲合同庁舎601会議室

・ 特別支援学校教職員で希望する 者
・ 小・ 中・ 高等学校において医療的ケア 、 医療的配慮
  を 必要と する 児童生徒の教育に関わる 教職員で希望
  する 者

0 0

1305( 0000)

医療的ケア児担当者研修

県立特別支援学校における 医療的ケアの実施状況等に
ついて理解する と と も に、 医療的ケア児の学びを 支え
る 教員と 看護師のよ り 良い連携・ 協働の在り 方につい
て考える 。

9月5日（ 金） 〈 1日〉
   松江合同庁舎　 601･602･603会議室

9月2日（ 火） 〈 1日〉
   浜田教育セン タ ー　 第2･3･4研修室

【 必須】 小・ 中学校、 県立ろ う 学校・ 高等学校の教員
で、 通級によ る 指導において児童生徒を 指導する 者
【 希望】 特別支援幼児教室等担当者で希望する 者
　 　 　 　 管理職セレ ク ト 研修で希望する 者
　 　 　 　 聴講を 希望する 者

（ 必須） 小・ 中学校、 県立ろ う 学校・ 高等学校の教員
で、 通級によ る 指導において児童生徒を 指導する 者
（ 希望） 特別支援幼児教室等担当者で希望する 者
　 　 　 　 管理職セレ ク ト 研修で希望する 者
　 　 　 　 聴講を 希望する 者

三重大学教育学部　 教授　 松浦　 直己 三重大学教育学部　 教授　 松浦　 直己

1255( 1100) 1255( 2100)

通級によ る 指導担当教員等研修【 東部】 通級によ る 指導担当教員等研修【 西部】

通級によ る 指導担当教員の幅広い専門性と 教室運営や
指導のあり 方について の識見を 養い、 その資質の向上
を 図る こ と で、 通級指導教室の適切な運営を すすめ、
も っ て特別支援教育の充実に資する 。

通級によ る 指導担当教員の幅広い専門性と 教室運営や
指導のあり 方についての識見を 養い、 その資質の向上
を 図る こ と で、 通級指導教室の適切な運営を すすめ、
も っ て特別支援教育の充実に資する 。

〈 第1回〉 6月27日（ 金） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー
講堂
〈 第2回〉 10月3日（ 金） 〈 1日〉
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  浜田教育セン タ ー　 講堂

〈 第1回〉 6月27日（ 金） 〈 1日〉 隠岐合同庁舎　 別館
〈 第2回〉 10月3日（ 金） 〈 1日〉 隠岐合同庁舎　 別館

・ 市町村教育委員会から 推薦を 受けた小・ 中・ 義務教
  育学校の教員（ 各市町村： 計3名ま で（ 1名以上必
  須） ）
・ 各特別支援学校において校長から 推薦を 受けたセン
  タ ー的機能担当者（ 各校2名ま で（ 分教室設置校は
  3名ま で） ）

・ 市町村教育委員会から 推薦を 受けた小・ 中・ 義務教
  育学校の教員（ 各市町村： 計3名ま で（ 1名以上必
  須） ）
・ 各特別支援学校において校長から 推薦を 受けたセン
  タ ー的機能担当者（ 各校2名ま で（ 分教室設置校は
  3名ま で） ）

〈 第1回〉 筑波大学人間系　 准教授　 丹治　 敬之
〈 第2回〉 長崎大学生命医科学域（ 保健学系）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 教授　 岩永　 竜一郎

〈 第1回〉 筑波大学人間系　 准教授　 丹治　 敬之
〈 第2回〉 長崎大学生命医科学域（ 保健学系）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 教授　 岩永　 竜一郎

※11822000 ※11823000

特別支援教育専門性向上研修【 西部】 特別支援教育専門性向上研修【 隠岐】

<第1回>
読み・ 書き ・ 算数の困難さ の背景にある 認知的・ 環境
的要因を 的確にと ら え 、 事例検討を 通し て個に応じ た
指導や合理的配慮につなげる ための専門的理解を 深め
る 。
<第2回>
感覚処理や協調運動の視点から 学習のつま ずき の背景
を 読み解き 、 事例検討を 通し て個に応じ た指導や合理
的配慮につなげる ための専門的理解を 深める 。

<第1回>
読み・ 書き ・ 算数の困難さ の背景にあ る 認知的・ 環境
的要因を 的確にと ら え、 事例検討を 通し て個に応じ た
指導や合理的配慮につなげる ための専門的理解を 深め
る 。
<第2回>
感覚処理や協調運動の視点から 学習のつま ずき の背景
を 読み解き 、 事例検討を 通し て個に応じ た指導や合理
的配慮につなげる ための専門的理解を 深める 。
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テーマ研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1131( 1100) 1131( 2100)

講師等対象授業づく り 研修【 東部】 講師等対象授業づく り 研修【 西部】

学習指導の基本的事項について理解し 、 授業を 構成す
る 力を 高める と と も に、 今後の授業力向上への見通し
を 持つこ と ができ る 。

学習指導の基本的事項について理解し 、 授業を 構成す
る 力を 高める と と も に、 今後の授業力向上への見通し
を 持つこ と ができ る 。

【 東部】 4月17日（ 木） 〈 午後〉 オン ラ イ ン 【 西部】 4月15日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

・ 県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校、 県立高等学
  校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） 、 特別
  支援学校に勤務する 、 １ 年期限付き 又は短期補充の
  常勤講師で学習指導に携わる 者のう ち、 本研修を 受
  講し ていない者。
・ 県内外の市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県
  立学校等で教諭と し て勤務し た経験があれば、 受講
  は希望と する 。

・ 県内の市町村立小・ 中・ 義務教育学校、 県立高等学
  校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含む） 、 特別
  支援学校に勤務する 、 １ 年期限付き 又は短期補充の
  常勤講師で学習指導に携わる 者のう ち、 本研修を 受
  講し ていない者。
・ 県内外の市町村立小・ 中学校及び義務教育学校、 県
  立学校等で教諭と し て勤務し た経験があれば、 受講
  は希望と する 。

0 0

※12930000 1051( 0000)

中学校数学理科教員リ ーダー育成研修 外国語指導助手の指導力等向上研修

生徒の資質・ 能力を 育む授業の在り 方について理解す
る と と も に、 実践的指導力を 高める 。 ま た、 中学校の
数学理科教員のリ ーダーと し て、 地域の教員における
授業力の向上に寄与し よ う と する 意欲を 高める 。

外国語指導助手と 日本人外国語科教員がと も に、 外国
語教育についての理解を 一層深め、 指導技術等を 習得
する と と も に、 外国語教育に係る 諸問題について研究
協議を 行い、 島根県の外国語教育のよ り 一層の充実を
図り ま す。

〈 第1回〉 5月9日（ 金） 〈 1日〉
           島根大学教育学部附属義務教育学校
〈 第2回〉 5月12日（ 月） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第3回〉 6月～7月〈 半日〉 訪問指導
〈 第4回〉 8月5日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第5回〉 9月～12月〈 半日〉 訪問指導ラ イ ン
〈 第6回〉 9月～12月〈 半日〉 授業研究実施校

2月6日（ 金） 出雲合同庁舎

中学校の数学教員（ 各教育事務所管内から １ 名ずつ）
中学校の理科教員（ 各教育事務所管内から １ 名ずつ）

県内全外国語指導助手６ ０ 名程度
県内小学校・ 中学校・ 高等学校・ 特別支援学校等に勤
務する 外国語担当教員のう ち参加希望者

0 0

1241( 0000) 886( 0101)

中学校体育教員( ダンス 領域） 研修
【 出雲教育事務所管内】

中・ 高種目別指導者研修〔 卓球〕

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 中学校及び高等学校の
保健体育科教員を 対象と し た実技研修を 通し 、 教材づ
く り に対する 理解を 深める と と も に、 安全で楽し い授
業ができ る よ う 指導力の向上を 図る 。

指導法及び実技の研修を 行なう こ と によ っ て、 中高一
貫し た指導体系を つく り 指導者の資質の向上を 図る と
と も に、 部活動運営上の諸問題について協議し 、 体
育・ ス ポーツ の振興を 図る 。

10月24日（ 金）
出雲だんだんと ま と ア リ ーナ（ 出雲市総合体育館）

未定

（ 必修）
　 中学校保健体育科授業担当教員各校１ 名 （ 出雲教
　 育事務所管内）
（ 希望）
　 特別支援学校中学部・ 高等部保健体育科授業担当教
　 員、 高等学校保健体育科教員中学校、 及び義務教育
　 学校（ 後期課程） 、 特別支援学校（ 中学部・ 高等
　 部） 、 高等学校保健体育科教員で6年目研修受講者

中学校及び高等学校の運動部活動の指導者で、 島根県
教育委員会およ び当該競技専門部から 受講を 認めら れ
た者

広島文化学園大学　 准教授　 高田　 康史 0
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テーマ研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象
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研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

8860( 2020) 615( 1101)

中・ 高種目別指導者研修〔 サッ カー〕 中・ 高等学校体育実技研修

　 指導法及び実技の研修を 行なう こ と によ っ て、 中高
一貫し た指導体系を つく り 指導者の資質の向上を 図る
と と も に、 部活動運営上の諸問題について協議し 、 体
育・ ス ポーツ の振興を 図る 。

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 生徒の体力向上に資す
る 指導法について、 必要な知識や技能を 習得する 。

未定
【 松江・ 隠岐管内】
　   6月27日（ 金） 〈 1日〉
    島根県立武道館、 松江市総合体育館

中学校及び高等学校の運動部活動の指導者で、 島根県
教育委員会およ び当該競技専門部から 受講を 認めら れ
た者

中学校　 必修： 松江・ 隠岐教育事務所管内の保健体育
科授業を 担当し ている 教員（ 各校１ 名）
高等学校　 必修： 松江・ 隠岐地区の保健体育科教員
（ 各校１ 名）
特別支援学校　 任意： 同地区の特別支援学校の保健体
育科教員
６ 年目研修受講者　 希望： 中学校・ 義務教育学校後期
課程・ 県立学校で保健体育科授業を 担当し ている 教員

0 0

616( 0000) 1185( 0100)

小学校体育実技研修 保育教諭・ 幼稚園教諭・ 保育士合同研修

調和のと れた子供の体力の向上を 図る ための知識を 習
得する と と も に、 小学校体育科の各種運動領域におけ
る 実技演習を と おし て 、 教材に対する 理解を 深め、 指
導力を 高める 。

幼児教育の質の向上に関する 事項について理解を 深
め、 実践的指導力の向上を 図る 。

【 西部】 7月23日（ 水） 〈 1日〉 三隅中央会館（ 会議
室・ 運動場） 、 アク ア みすみ

【 全県】 10月24日（ 金） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

（ 必修）
　 ・ 浜田及び益田教育事務所管内の小学校から 原則と
　 　 し て各校１ 名。 但し 、 希望がある 場合は２ 名ま で
　 　 認める 。
　 ・ 上記以外の教育事務所管内で、 昨年度ま たは一昨
　 　 年度の本研修を 欠席する など し て認定を 受けてい
　 　 ない小学校から １ 名。
【 注】 体育主任にこ だわら ず、 こ れま でに当研修に参
　 　 加し たこ と のない者が望ま し い。
（ 希望）
　 ・ 特別支援学校小学部の体育授業担当する 者（ 各校
　 　 1名ま で） 。
  ・ 県内全ての小学校、 義務教育学校前期課程、 特別
　 　 支援学校小学部の６ 年目研修対象者。

（ 希望）
　 ・ 小・ 中学校及び義務教育学校、 特別支援学校の教
　 　 職員
　 ・ 幼稚園、 保育所、 認定こ ど も 園、 特別支援学校幼
　 　 稚部、 認可外保育施設の保育者等のう ち、 経験年
　 　 数が1～5年目の者（ 希望があ れば6年目以上の者
　 　 も 可）
（ 選択必修）
　 ・ 中堅教諭等資質向上研修該当者（ 公立幼稚園教諭
　 　 及び幼保連携型認定こ ど も 園保育教諭）

0 國學院大學　 教授　 鈴木みゆき

1202( 0100) 1144( 0101)

幼児教育推進研修
日本語指導が必要な児童生徒教育研修

～該当児童生徒在籍校必修研修～

①幼小連携・ 接続の必要性や在り 方を 理解し 、 推進を
　 図る ための実践的指導力を 高める 。
②幼児教育に係る 内容や保育技術、 幼児教育施設の運
　 営・ 管理等に関する 専門的な知識を 身に付け、 実践
　 的指導力を 高める 。

日本語指導が必要な児童生徒に対する 教育に関し 、 在
籍学校等の学校関係者等が受入れ体制づく り や日本語
指導について協議する と と も に、 専門的・ 実践的な研
修を 通し て各学校における 指導方法の工夫・ 改善及び
指導力の向上を 図る 。

8月19日（ 金） 〈 午後〉
　 出雲市民会館 （ 実践発表・ 協議）
8月8日（ 金） ～8月29日（ 金） オン デマン ド

6月20日（ 金） 〈 １ 日〉 出雲合同庁舎702、 703会議室

（ 必修）
　 ・ 幼稚園（ 国公立幼稚園及び特別支援学校幼稚部）
　 　 原則各園1名以上
　 ・ 中堅教諭等資質向上研修該当者
（ 希望）
　 ・ 小・ 中・ 義務教育学校及び特別支援学校（ 小学
　 　 部） の教職員
　 ・ 私立幼稚園、 公立幼稚園型認定こ ど も 園を 除く 公
　 　 立・ 私立認定こ ど も 園、 公立・ 私立保育所、 認可
　 　 外保育施設の保育者　 等

・ 日本語指導が必要な児童生徒が在籍し ている 小学
　 校、 中学校、 義務教育学校、 高等学校、 特別支援
　 学校の教員は必ず１ 名参加
・ 該当児童生徒在籍に関わら ず受講を 希望する 教員
　 ま たは市町村教育委員会の担当者（ 指導協力員等
　 も 可）

東北大学　 教授　 川島隆太
東京外国語大学多言語多文化共生セン タ ー長
　 　 小島 祥美　 准教授
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テーマ研修

研修番号 研修番号

目的 目的
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研修番号 研修番号

目的 目的
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講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1326( 0100) 1229( 0000)

学びの根っこ をぐ んぐ ん伸ばすプロ ジェ ク ト 「 学びの基盤
に関する 調査」 研修

高等学校探究学習担当者研修

「 たつじ んテス ト 」 実施校に対し 、 「 たつじ んテス
ト 」 の理論的背景と 活用事例、 調査結果の分析の仕方
や予想さ れる 児童生徒の学習のつま ずき 、 それに対す
る 支援の手立てについて、 説明、 情報提供を し 、 各校
の児童生徒の実態に応じ た組織的な授業改善の取組が
推進さ れる よ う 支援する 。

「 総合的な探究の時間（ 課題研究によ る 代替を 含
む） 」 を 中心と し た探究学習のあ り 方・ 進め方につい
て理解を 深め、 自校における 探究学習の質の向上に活
かす。

【 浜田・ 益田管内】
　 8月19日（ 火） 〈 午後〉 益田合同庁舎
【 松江・ 出雲管内】
　 8月20日（ 水） 〈 午前〉 松江合同庁舎
【 隠岐管内】
　 8月21日（ 木） 〈 午前〉 隠岐合同庁舎

〈 第1回〉 5月19日（ 月） 〈 午後〉 オン ラ イ ン
〈 第2回〉 9月30日（ 火） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー

・ たつじ んテス ト 実施校の実施学年の担任等１ 名（ 悉
　 皆）
・ たつじ んテス ト 実施の市町村教育委員会で参加を 希
　 望する 担当者

県立高等学校（ 松江市立皆美が丘女子高等学校を 含
む）
（ 必修） 各校探究学習推進担当者（ 分校、 定時制から
　 　 　 　 も 1名）
（ 推奨） 主幹教諭
（ 希望） 実習教員、 学校司書、 司書教諭、 高校魅力化
　 　 　 　 コ ーディ ネータ ー　 等

慶應義塾大学環境情報学部　 今井むつみ　 教授 0

※13302000 ※13303000

小・ 中学校特別支援教育コ ーディ ネータ ーアド バンス 研修
【 浜田・ 益田管内】

小・ 中学校特別支援教育コ ーディ ネータ ーアド バンス 研修
【 隠岐管内】

各学校の特別支援教育を 中心で支える 専門性の高い特
別支援教育コ ーディ ネータ ーを 育成する 。

各学校の特別支援教育を 中心で支える 専門性の高い特
別支援教育コ ーディ ネータ ーを 育成する 。

〈 第1回〉 6月13日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
〈 第2回〉 7月31日（ 水） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー
〈 第3回〉 2月10日（ 火） 〈 午後〉 浜田教育セン タ ー

〈 第1回〉 6月13日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
〈 第2回〉 7月30日（ 水） 〈 1日〉 松江合同庁舎
〈 第3回〉 2月10日（ 火） 〈 午後〉 隠岐合同庁舎

小・ 中学校及び義務教育学校の教諭で下記の2点を 満
たし 市町村教育委員会が推薦し た者。
・ 令和7年度に特別支援教育コ ーディ ネータ ーを 指名
　 さ れている 者（ 新任でない者）
・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ーと し て各地域の特別
　 支援教育を 推進し て いく こ と が期待さ れる 者

小・ 中学校及び義務教育学校の教諭で下記の2点を 満
たし 市町村教育委員会が推薦し た者。
・ 令和7年度に特別支援教育コ ーディ ネータ ーを 指名
　 さ れている 者（ 新任でない者）
・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ーと し て各地域の特別
　 支援教育を 推進し ていく こ と が期待さ れる 者

〈 第1回～第3回〉
島根大学教育学部附属学校学習生活支援研究セン タ ー
　 　      　 　 　 　 　 指導教諭　 宮﨑紀雅

〈 第1回～第3回〉
島根大学教育学部附属学校学習生活支援研究セン タ ー
　 　      　 　 　 　 　 指導教諭　 宮﨑紀雅

※13301000 1176( 1100)

小・ 中学校特別支援教育コ ーディ ネータ ーアド バンス 研修
【 松江・ 出雲管内】

複式学級新任担当者研修【 東部】

各学校の特別支援教育を 中心で支える 専門性の高い特
別支援教育コ ーディ ネータ ーを 育成する 。

島根県の複式教育の現状や、 実践上の課題への対応、
複式学級における 学習指導法等について理解を 深め、
実践的指導力を 高める 。

〈 第1回〉 6月13日（ 金） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー
〈 第2回〉 7月30日（ 水） 〈 1日〉 松江合同庁舎
〈 第3回〉 2月10日（ 火） 〈 午後〉 島根県教育セン タ ー

6月4日（ 水） 〈 1日〉 オン ラ イ ン

小・ 中学校及び義務教育学校の教諭で下記の2点を 満
たし 市町村教育委員会が推薦し た者。
・ 令和7年度に特別支援教育コ ーディ ネータ ーを 指名
　 さ れている 者（ 新任でない者）
・ 特別支援教育コ ーディ ネータ ーと し て各地域の特別
　 支援教育を 推進し て いく こ と が期待さ れる 者

[ 必修者] 今年度初めて複式学級を 担当する 小学校及び
　 　 　 　 義務教育学校（ 前期課程） の教員
[ 希望者] 本研修を 希望する 小学校及び義務教育学校
　 　 　 （ 前期課程） の教員

〈 第1回～第3回〉
島根大学教育学部附属学校学習生活支援研究セン タ ー
　 　      　 　 　 　 　 指導教諭　 宮﨑紀雅

0
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研修番号 研修番号

目的 目的
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研修番号 研修番号

目的 目的
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講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1176( 2100) ※11860000

複式学級新任担当者研修【 西部】 ミ ド ルリ ーダー育成研修

島根県の複式教育の現状や、 実践上の課題への対応、
複式学級における 学習指導法等について理解を 深め、
実践的指導力を 高める 。

学校マネジメ ン ト の重要性を 理解し 、 ミ ド ルリ ーダー
と し ての力量を 高める と と も に、 学校運営の中心的役
割を 担う ための資質・ 能力を 身につける 。

6月6日（ 金） 〈 1日〉 オン ラ イ ン

〈 事前研修〉 7月7日（ 月） ～8月5日（ 火） 〈 半日〉
　 　 　 　 　 　 オン デマン ド
〈 第1回〉 8月7日（ 木） ～8日（ 金） 〈 2日間〉
　 　 　 　 　 パルメ イ ト 出雲「 パルメ イ ト ホール」
〈 第2回〉 2月17日（ 火） 〈 午後〉 オン ラ イ ン

[ 必修者] 今年度初めて 複式学級を 担当する 小学校及び
　 　 　 　 義務教育学校（ 前期課程） の教員
[ 希望者] 本研修を 希望する 小学校及び義務教育学校
　 　 　 （ 前期課程） の教員

原則と し て、 教職経験10年以上の勤務経験を 有する 40
歳前後の者で、 市町村教育委員会教育長ま たは県立学
校長の推薦を 受けた者。 　 ※該当者については別途指
示あ り 。

0

〈 第2回〉
（ 株） 島根電工　 　 　 　 課長　 山本翔
　 学校法人湘南学園　 学園長　 住田昌治
　 文部科学省初等中等教育局GI GA　 St uDX推進チーム
　 神田外語大学　 　 客員教授　 嶋﨑政男

1278( 0100) 1278( 0200)

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修（ 中学校免許
外教科： 音楽編）

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修（ 中学校免許
外教科： 保健体育編）

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 具体的な学習事例の体
験等を 通し て、 評価の趣旨の理解や評価方法等の工夫
改善等を 図る ための資質の向上の基礎を 身につける 。

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 実践発表や具体的な学
習事例の体験等を 通し て、 評価の趣旨の理解や評価方
法等の工夫改善等を 図る ための資質の向上の基礎を 身
につける 。

5月1日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー 5月1日（ 木） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

（ 必修）
　 初めて中学校免許外教科担任と なる 者（ 音楽）
（ 希望）
　 中学校及び義務教育学校（ 後期課程） 及び特別支援
　 学校中学部で希望する 教諭、 常勤講師及び非常勤講
　 師（ 該当教科の指導経験の有無は問わない）

（ 必修）
　 初めて中学校免許外教科担任と なる 者（ 保健体育）
（ 希望）
　 中学校及び義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学
　 校（ 中学部） で希望する 教諭、 常勤講師及び非常勤
　 講師（ 該当教科の指導経験の有無は問わない）

0 0

1278( 0300) 1278( 0400)

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修 （ 中学校免
許外教科： 技術・ 家庭科（ 技術分野） ）

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修 （ 中学校免
許外教科： 技術・ 家庭科（ 家庭分野） ）

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 具体的な学習事例の体
験等を 通し て、 評価の趣旨の理解や評価方法等の工夫
改善等を 図る ための資質の向上の基礎を 身につける 。

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 実践発表や具体的な学
習事例の体験等を 通し て、 評価の趣旨の理解や評価方
法等の工夫改善等を 図る ための資質の向上の基礎を 身
につける 。

4月30日（ 水） 〈 1日〉
　 島根県教育セン タ ー、 島根大学教育学部附属義務教
　 育学校

5月2日（ 金） 〈 1日〉 浜田教育セン タ ー

（ 必修）
　 初めて中学校免許外教科担任（ 技術分野を 担当） に
　 なる 者
（ 希望）
　 中学校、 義務教育学校後期課程及び特別支援学校中
　 学部において技術分野の授業を 担当する 者（ 常勤講
　 師及び非常勤講師（ 該当教科の指導経験の有無は問
　 わない） を 含む）

（ 必修）
　 初めて中学校免許外教科担任と なる 者（ 技術・ 家
　 庭（ 家庭分野） ）
（ 希望）
　 中学校及び義務教育学校後期課程、 特別支援学校
　 （ 中学部） で希望する 教諭、 常勤講師及び非常勤
　 講師（ 該当教科の指導経験の有無は問わない）

0 0
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テーマ研修

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

研修番号 研修番号

目的 目的

期日会場 期日会場

対象 対象

講師 講師

1278( 0500) 5002( 0100)

ゼロ から 学びたい先生のための教科教育研修（ 中学校免許
外教科： 美術編）

若手教員授業力向上セミ ナー( 第１ 回)

学習指導要領の趣旨を 踏ま え、 具体的な学習事例の体
験等を 通し て、 評価の趣旨の理解や評価方法等の工夫
改善等を 図る ための資質の向上の基礎を 身につける 。

授業の目標を 踏ま え、 児童生徒を 主体と し た授業のあ
り 方を 理解し 、 実践的指導力を 身に付ける 。

4月30日（ 水） 〈 1日〉 島根県教育セン タ ー 〈 第1回〉 6月12日（ 木） 〈 2時間〉 オン ラ イ ン

（ 必修）
　 初めて中学校免許外教科担任と なる 者（ 美術）
（ 希望）
　 中学校及び義務教育学校（ 後期課程） 、 特別支援学
　 校（ 中学部） で希望する 教諭、 常勤講師及び非常勤
　 講師（ 該当教科の指導経験の有無は問わない）

【 ４ 月11日ま でに申込むこ と 】
・ 令和７ 年度の島根県公立学校臨時的任用教員等志願
　 者名簿登載者で希望する 方（ 県内公立学校に講師及
　 び非常勤講師と し て勤務し ている 方を 含む） 。
・ 採用３ 年目ま での教諭で希望する 方。

0

〈 第２ 回〉 5002( 0200) 　 　 〈 第３ 回〉 5002( 0300)
〈 第４ 回〉 5002( 0400)

1277( 1100)

若手教員授業力向上セミ ナー( 第２ 回～第４ 回） ふる さ と 教育研修【 東部会場】

授業の目標を 踏ま え、 児童生徒を 主体と し た授業のあ
り 方を 理解し 、 実践的指導力を 身に付ける 。

「 ふる さ と 教育」 の目的や目指す方向性等について理
解を 深め、 各校での実践の充実につなげる 。

〈 第２ 回〉 8月20日（ 水） ＜2時間＞オン ラ イ ン
〈 第３ 回〉 11月11日（ 火） ＜2時間＞オン ラ イ ン
〈 第４ 回〉 2月3日（ 火） ＜2時間＞オン ラ イ ン

7月29日（ 火） 〈 午後〉 出雲合同庁舎

【 実施日の２ カ月前ま で申込可能】
・ 令和７ 年度の島根県公立学校臨時的任用教員等志願
　 者名簿登載者で希望する 方（ 県内公立学校に講師及
　 び非常勤講師と し て 勤務し ている 方を 含む） 。
・ 採用３ 年目ま での教諭で希望する 方。

公立小・ 中学校及び特別支援学校（ 小学部・ 中学部）
のふる さ と 教育担当者で、 令和５ 年度ま たは令和６ 年
度のふる さ と 教育研修を ど ちら も 受講し ていない教員

0

1277( 2100)

ふる さ と 教育研修【 西部会場】

「 ふる さ と 教育」 の目的や目指す方向性等について理
解を 深め、 各校での実践の充実につなげる 。

7月31日（ 木） 〈 午後〉 益田合同庁舎

公立小・ 中学校及び特別支援学校（ 小学部・ 中学部）
のふる さ と 教育担当者で、 令和５ 年度ま たは令和６ 年
度のふる さ と 教育研修を ど ちら も 受講し ていない教員

0
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